
広報
Hyuga City Public Relations

4
No.695
平成25年４月１日発行

2013
【巻頭】
平成25年度日向市政の基本方針
Ｃｏｎｔｅｎｔｓ　

４月から始まります。税のコンビニ収納
小倉ケ浜有料道路は、５月10日から無料に
第19回日向ひょっとこマラソン IN日向岬　ほか

【
特
集
】
合
併
を

検
証
す
る



３つの柱からなる「元気な“日向”未来創造プロジェクト」

　市は、本年度も引き続き「総合計画・後期基本計画」の重点プロジェクトである、「雇
用の創出」、「防災力・福祉力の向上」、「人材育成」という３つの柱からなる「元気な “ 日
向 ” 未来創造プロジェクト」に重点的に取り組んでいきます。

雇用の創出　本市では、細島工業団地へのリチウムイオン電池関連産業の立地や、
美々津の旧リニアモーターカー実験施設で開始されたマグネシウム電池の実証実験な
ど、将来の発展産業として大いに期待されるエネルギー関連産業の集積が進んでいま
す。さらに、耳川流域の森林林業再生の起爆剤として期待が寄せられている㈱中国木
材の立地についても進展が見られるなど、本市のさらなる発展に向けた転換期を迎え
ているといっても過言ではありません。
　今後も、国際物流ターミナルとして着々と整備が進められている重点港湾「細島港」
や、開通が目前となった東九州自動車道など、本市の強みである陸海の交通アクセス
を最大限に生かした戦略的な取り組みを展開していきます。

防災力・福祉力の向上　国・県より公表された「南海トラフ巨大地震」の被害想
定は、本市においても大変厳しいものとなっています。これらの想定や東日本大震災
の教訓を踏まえて「地域防災計画」の見直しを急ぐとともに、防災関連施設の計画的な
整備を図り、市民の皆さんが安全で安心してくらせるまちづくりを推進します。
　なお、防災の拠点施設としての市役所庁舎の整備については、市民の皆さんのご意
見をお聞きしながら、平成25年度中に基本構想などを取りまとめて、防災・減災そし
て復旧・復興の司令塔として、また市民サービスの中核的な施設として整備を進めた
いと思っています。
　また、「福祉力の向上」への取り組みとしては、子育て世代の負担軽減を図るための「乳
幼児医療費助成制度」の拡充（対象者を「小学校卒業まで」に拡大）などに取り組むことと
しています。

人材育成　「雇用の創出」とも関連しますが、昨年度から、国の「実践型地域雇用創造
推進事業」を活用した、企業の即戦力となる人材の育成に取り組んでいます。本年度も、
関係機関などと連携を図りながら、目標としている３か年で200人程度の雇用の創出を
目指した取り組みを進めていきます。

　これらの重点プロジェクトを中心とした重要施策の強力な推進により、私の最大の
政策目標であります「元気で活力ある新生日向の創造」の実現に向け、取り組んでまい
ります。

日向市長　黒木  健二

平
成
25
年
度

日
向
市
政
の
基
本
方
針

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
の
市
政

の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
方
針
と
は
、
市
長
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
や
、
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
述

べ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
25
年
度
市
政

の
基
本
方
針
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
重
点
施
策
お

よ
び
当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
、

新
規
事
業
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
次
号
で
特
集
し
ま
す
。

【 巻 頭 】

【
特
集
】
合
併
を

検
証
す
る

う
す
べ
に
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
出
で
て

咲
か
む
と
す
な
り
山
桜
花

牧
水

冠岳北壁の自然林およそ50㌶に自生する約1000本の山桜。平成25年３月21日撮影。
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平
成
18
年
２
月
の
日
向
市
と
東
郷

町
の
合
併
か
ら
早
７
年
が
経
過
。

　

平
成
24
年
２
月
に
は
、
東
郷
町
地

域
自
治
区
の
設
置
期
間
が
満
了
す
る

な
ど
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
今
回
の
合
併
に

よ
る
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
検
証

し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
、
関
係
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
代
表
者
20
人
か
ら
な
る
合
併
検
証

委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
、
お
よ
そ

一
年
間
を
か
け
て
検
証
作
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
報
告
書

と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
そ
の
検
証
結
果
の
内
容

を
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す

る
た
め
に
、
そ
の
概
要
な
ど
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。
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第
１
の
視
点

「
行
財
政
面
」

　　
ま
ず
、
合
併
に
よ
り「
行
財
政
面
」で
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
合
併
前

の
財
政
効
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
実

績
の
比
較
な
ど
に
よ
り
検
証
し
ま
し
た
。

　
①
財
政
効
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
合
併
後
10

年
間
で
約
１
２
９
億
円
の
財
政
効
果
が
見

込
ま
れ
る
と
試
算
し
て
い
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
人
件
費
削
減
で
35
億
円
、
備

品
購
入
費
、
委
託
料
、
使
用
料
な
ど
物
件

費
削
減
に
よ
り
10
億
円
、
合
わ
せ
て
45
億

円
の
削
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、合
併
に
よ
る
財
政
支
援
と
し
て
、

約
84
億
円
の
歳
入
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
合
併
特
例
債
の
起
債
可

能
額
67
億
３
千
万
円
と
普
通
交
付
税

４
億
２
千
万
円
の
増
、
特
別
交
付
税

４
億
２
千
万
円
の
増
、
さ
ら
に
国
・
県
支

出
金
の
８
億
円
を
算
定
し
て
い
ま
し
た
。

②
歳
出
削
減
の
実
績

　
人
件
費
は
、
職
員
数
を
平
成
17
年
度
の

６
４
０
人
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
に
52
人

削
減
し
５
８
８
人
に
、
ま
た
40
人
い
た

議
員
の
数
も
18
人
削
減
し
22
人
と
し
た
こ

と
で
、
職
員
、
特
別
職
、
議
員
給
与
は

14
億
２
千
万
円
と
推
計
し
て
い
た
削
減
額

に
対
し
て
17
億
１
千
万
円
と
約
3
億
円
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
備
品
購
入
費
、
委
託
料
、
使
用

料
な
ど
の
物
件
費
に
お
い
て
は
、
平
成
23

年
度
末
ま
で
に
５
億
２
千
万
円
の
削
減
を

見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
電
算
シ
ス
テ
ム

の
統
合
な
ど
の
経
費
削
減
に
努
め
た
結

果
、
26
億
７
千
万
円
と
５
倍
以
上
の
歳
出

削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

③
歳
入
財
政
支
援
の
実
績

　
合
併
し
た
市
町
村
は
、
早
期
の
一
体
化

や
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
や
県
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
財
政

支
援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
財
政
支
援
に
は「
合
併
特
例
債
」、

「
国
・
県
補
助
金
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
は
、
事
業
費
の
95
㌫
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
元
金
と
利
子
の

70
㌫
が
後
年
度
に
普
通
交
付
税
と
し
て
措

置
さ
れ
る
有
利
な
起
債（
借
入
）で
す
。

　
市
は
、
平
成
23
年
度
末
ま
で
に
総
額
約

35
億
円
の
合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま
し

た
。
主
な
事
業
は
、
日
向
市
駅
前
広
場
や

ス
テ
ー
ジ
、
道
路
な
ど
の
整
備
に
約
15
億

円
、
平
岩
・
東
郷
小
中
一
貫
校
の
整
備

に
約
６
億
円
、
東
郷
分
遣
所
の
整
備
や
消

防
・
救
急
車
両
の
購
入
な
ど
の
整
備
に
約

３
億
円
、
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

約
１
億
円
な
ど
で
す
。　

　
さ
ら
に
、
継
続
的
な
地
域
振
興
を
図
る

た
め
に
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
総
額

14
億
６
千
万
円
の
基
金
を
積
み
立
て
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
末
現
在
で

８
億
４
千
円
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
、
国
か
ら
３
億
円
、
県
か

ら
５
億
円
、
合
計
８
億
円
を
限
度
と
し
て

補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
平
成
23
年
度
末
ま

で
に
７
億
６
千
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
旧
市
町
の
電
算
シ
ス
テ
ム

の
統
合
に
約
２
億
５
千
万
円
、
防
災
道
路

整
備
に
約
６
千
６
百
万
円
、
小
中
学
校
耐

震
化
に
約
２
千
３
百
万
円
、
水
防
災
対
策

強
化
に
約
５
千
２
百
万
円
な
ど
で
す
。

④
行
政
面
で
の
効
果

　
行
政
面
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
職
員

数
の
削
減
と
と
も
に
部
制
の
導
入
や
新
た

な
課
・
係
の
設
置
を
行
う
な
ど
、
組
織
体

制
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
の
中
核
病
院
で
あ
る

東
郷
病
院
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
経
常
収

支
が
赤
字
と
な
り
、
厳
し
い
経
営
状
態
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
合
併
す
る
際
に
決
め
ら
れ
た

方
針
に
基
づ
き
、
経
営
形
態
の
見
直
し
に

よ
る
効
率
化
や
医
師
を
２
人
か
ら
３
人
体

制
に
す
る
な
ど
の
医
療
体
制
の
充
実
に
よ

り
、
平
成
21
年
度
か
ら
黒
字
化
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

行
財
政
面
に
関
す
る
検
証
委
員
か
ら
の
意

見（
抜
粋
）

　
財
政
面
で
は
、
お
お
む
ね
合
併
前
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
の
財
政
効
果
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

行
政
面
で
は
、
計
画
的
な
人
員
削
減
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
民
間
委
託

の
推
進
や
組
織
体
制
の
見
直
し
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
取
り

組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
、
計
画
的
な
行
財
政
改
革
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
２
の
視
点

「
合
併
協
定
項
目
」

　　
次
に
、「
合
併
協
定
項
目
」の
調
整
結
果

か
ら
合
併
の
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。　

　
合
併
協
定
項
目
と
は
、
合
併
に
際
し
て

調
整
が
必
要
と
な
る
両
市
町
の
事
務
事
業

な
ど
、
お
よ
そ
１
４
０
０
項
目
に
お
い
て

「
日
向
市
・
東
郷
町
合
併
協
議
会
」が
決
定

し
た
も
の
で
す
。

　
事
務
事
業
を
調
整
し
た
結
果
、
次
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

①
旧
日
向
市
、
旧
東
郷
町
と
も
に
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
し
た
も
の
が
２
項
目
あ
り
、
牧

水
公
園
内
施
設
の
使
用
料
が
５
２
０
円
か

ら
４
２
０
円
に
下
が
る
な
ど
し
ま
し
た
。

②
旧
日
向
市
で
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
も

の
は
10
項
目
あ
り
、
健
康
診
断
の
対
象
者

が
39
歳
以
下
の
女
性
の
み
で
し
た
が
、「
男

女
と
も
」に
拡
充
さ
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

③
旧
東
郷
町
で
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
も

の
は
96
項
目
あ
り
、
自
主
防
災
会
連
絡
協

議
会
へ
年
間
30
万
円
以
内
の
補
助
、
高
齢

者
路
線
バ
ス
定
期
割
引
券（
悠
々
パ
ス
）購

入
補
助
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

④
旧
日
向
市
で
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
も

の
は
１
項
目
あ
り
、
重
度
心
身
障
が
い
者

日
向
市
と

東
郷
町
の
合
併
を

３
つ
の
視
点
か
ら
検
証

◉財政シミュレーションによる合併の財政効果　
およそ129億円
歳出削減効果	 　		45億円
　内訳	：人件費				35億円
	 ：物件費				10億円
	 （備品購入費、委託料、使用料など）

歳入財政支援効果	 84億円
　内訳	：合併特例債	 67億３千万円
	 　	 	 （起債可能額上限）
	 ：普通交付税	 ４億２千万円
	 ：特別交付税	 ４億２千万円
	 ：国・県支出金	 	８億円

◉職員数・特別職・市議会議員数 
年度 平成17年度 平成24年度 比較

職員数 640人 588人 ▲52人

特別職 6人 3人 ▲３人

議員数 40人 22人 ▲18人

◉物件費の削減額
推計値 実績値

平成18 ～ 23年度 平成18 ～ 23年度
５億２千万円 26 億７千万円

◉職員、特別職、議員給与の削減額 
推計値 実績値

平成18 ～ 23年度 平成18 ～ 23年度
14億２千万円 17億１千万円

物件費の削減は、
試算の５倍以上

合
併
特
例
債
の
活
用
と

行
財
政
改
革

　

合
併
検
証
委
員
会
で
は
、「
行
財
政
面
」、

「
合
併
協
定
項
目
」、「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」の

３
つ
の
視
点
か
ら
検
証
し
ま
し
た
。
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を
対
象
と
し
た
医
療
費
助
成
に
関
す
る
自

己
負
担
が
、
全
額
助
成
か
ら
自
己
負
担

１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
旧
東
郷
町
で
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
も

の
は
35
項
目
あ
り
、
固
定
資
産
税
の
税
率

が
１・５
㌫
か
ら
１・６
㌫
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
検
証
委
員
か
ら

の
意
見（
抜
粋
）

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
と
さ
れ
る

項
目
が
１
０
８
と
な
っ
た
一
方
で
、
低
下

し
た
項
目
数
は
36
と
な
っ
て
お
り
、
多
く

の
項
目
に
お
い
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上

す
る
方
向
で
調
整
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
項
目
の
中
に

は
、
激
変
緩
和
な
ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
合
併

に
よ
り
、
総
体
的
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
協
定
項
目
の
調
整
趣
旨
を
尊

重
し
つ
つ
も
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把

握
に
努
め
、
新
し
い
事
務
事
業
や
事
業
の

拡
充
・
見
直
し
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
三
の
視
点

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

　
次
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
合
併
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
も
と
に
検
証
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
平
成
24
年
６
月
27
日
か
ら

７
月
20
日
の
間
、
合
併
に
関
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
把
握
し
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
参
考
に
し
よ
う
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
20
歳
以
上
の
市
民

１
５
０
０
人
に
、
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
依
頼
。
う
ち
返
信
い
た
だ
い
た
の
が

３
５
８
通
で
回
収
率
は
23・9
㌫
で
し
た
。   

                         　

　

  
                        　

　

　

質
問
１
は
、「
合
併
に
よ
り
あ
な
た
の

お
住
ま
い
の
地
域
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
番
多
か
っ
た
の
は「
変
わ
ら
な
い
」と

い
う
回
答
で
67
・
7
㌫
。「
良
く
な
っ
た
」

１・１
㌫
、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
良
く
な

っ
た
」７・
６
㌫
、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

悪
く
な
っ
た
」４・２
㌫
、「
悪
く
な
っ
た
」

３・
４
㌫
、「
分
か
ら
な
い
」15
・
９
㌫
と

い
う
結
果
で
す
。

　

意
見
の
な
か
に
は
、「
健
診
対
象
者
の

拡
大
は
良
か
っ
た
」「
行
事
な
ど
へ
の
参

加
者
が
多
く
な
り
良
か
っ
た
」「
行
政
面

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、

地
域
の
変
化
は
全
く
な
い
」「
国
の
施
策

と
は
い
え
、合
併
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
」

な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

質
問
２
は
、「
も
し
合
併
し
て
い
な
か

っ
た
場
合
、
お
住
ま
い
の
地
域
が
現
在
と

比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
か
」と
い
う
も
の
で
す
。

　
一
番
多
か
っ
た
の
は「
変
わ
ら
な
い
」と

い
う
回
答
で
69・1
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
良
く
な
っ
た
」１・４
㌫
、「
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
良
く
な
っ
た
」５・
２
㌫
、「
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
悪
く
な
っ
た
」２・
９
㌫
、

「
悪
く
な
っ
た
」０・９
㌫
、「
分
か
ら
な
い
」

20
・
５
㌫
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

意
見
の
な
か
に
は
、「
税
の
負
担
が
増

え
た
」「
特
に
何
の
変
化
も
な
く
、
い
ろ

い
ろ
と
考
え
た
こ
と
も
な
い
」な
ど
と
い

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
質
問
３
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育・子
育
て
、
福
祉
、
基
盤
整
備
、

生
活
環
境
な
ど
７
分
野
29
項
目
で
合
併
後

の
状
況
を
５
段
階
評
価
で
聞
き
ま
し
た
。

　
「
良
く
な
っ
た
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

よ
く
な
っ
た
」も
の
と
し
て
は
、
定
期
健

診
、
健
康
相
談
体
制
の
充
実
、
道
の
駅
な

ど
の
交
流
拠
点
施
設
整
備
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
悪
く
な
っ
た
」「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

悪
く
な
っ
た
」も
の
に
は
、
税
・
公
共
料

金
の
負
担
、市（
町
）の
財
政
状
況
、文
化・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
種
団
体
へ
の
支
援
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
検
証
委
員
か

ら
の
意
見（
抜
粋
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
が
23
・
9
㌫
と

低
か
っ
た
こ
と
は
、
残
念
な
結
果
で
し
た

が
、
８
割
近
く
の
人
が
合
併
に
関
し
て
不

満
を
感
じ
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
こ
と

は
、
円
滑
な
合
併
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
表

れ
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
か
ら

地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
、
合
併
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
誤
解
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、

「
合
併
し
た
か
ら
税
金
が
高
く
な
っ
た
」と

の
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
政
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
や
手
法
に
お
い
て
、
情
報

提
供
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
民
に
お
い
て
も
、
一
人
ひ
と

り
が
市
政
参
加
へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市
長
へ
提
言

　
委
員
会
で
は
、
本
報
告
書
の
ま
と
め
と

し
て
本
市
が
更
な
る
発
展
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
、「
継
続
」、「
改
善
」、「
連
携
」と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
、
次
の
よ
う

な
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

「
継
続
」　

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

今
後
も「
継
続
」し
、
市
の
財
政
基
盤
な
ど

の
強
化
と
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
。

「
改
善
」　

市
民
の
貴
重
な
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
見
直
す
べ
き
も
の
は
見
直
す

な
ど
の「
改
善
」を
重
ね
て
い
く
こ
と
。

「
連
携
」　
市
民
、市
民
活
動
団
体
、企
業
、

行
政
な
ど
が「
連
携
」を
深
め
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
に
よ
る
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
い
て
も
、
市
政
や
地
域

社
会
に
関
心
を
深
め
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
築
き
あ
げ
る
」

と
い
う
意
識
を
さ
ら
に
醸
成
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
は

１
０
８
項
目
で
向
上
、

36
項
目
で
低
下

◉回答者の年齢構成
年齢区分 回答人数 割合
20歳代 13人 3.6%
30歳代 40人 11.2%
40歳代 45人 12.6%
50歳代 71人 19.8%
60歳代 62人 17.3%

70歳代以上 114人 31.8%
未回答 13人 3.6%
合計 358人 ―

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に

自分たちの地域は、
自分たちの手で

合
併
検
証
報
告
書
の
配
布

　
報
告
書
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
冊
子
を
市
役

所
市
民
課
窓
口
、
東
郷
総
合
支
所
お
よ

び
３
支
所
、
日
向
商
工
会
議
所（
上
町
３

―
15
）、
東
郷
町
商
工
会（
東
郷
町
山
陰
丙

１
６
０
２
―
２
）で
も
希
望
者
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
内
公
立
公
民
館
、
市
立
図
書
館

な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
企
画
情
報
課
広
域
連
携
推
進
係

　
（
☎
内
線
２
２
１
４
）

良くなった　1.1％

悪くなった
3.4％

分からない
15.9％

変わらない　67.7％

どちらかと言えば
良くなった　7.6％

どちらかと言えば
悪くなった
4.2％

良くなった　1.4％

悪くなった
0.9％ 分からない

20.5％

変わらない　69.1％

どちらかと言えば
良くなった　5.2％

どちらかと言えば
悪くなった
2.9％

　今後のまちづくりの一助としていた
だこうと平成24年12月６日、このたび
とりまとめた合併検証報告書を黒木市長に
提出しました。市長からは「この報告書を市民の
皆さんと共有するとともに、各部局において十分
活用し、さらなる市政発展に向けた取り組みを進
めていきたい」と力強い言葉をいただきました。
　昨今の厳しい社会情勢の下、行政と市民が一体

となって、さまざまな
課題に取り組んでいく
ことの重要性がますま
す高まっています。
　この報告書が、市民
の皆さんに地域社会へ
の関心を深めていただ
く「きっかけ」となるこ
とを心から祈念します。
日向市合併検証委員会

会長　黒木  茂範

interview
検証委員会
会長に聞く

質問１　合併によりあなたの住む地域は
どのように変わったか？

質問２　もし合併していなかったら、あなたの住む
地域は現在と比べどのように変わっていたか？

「
継
続
」、「
改
善
」、「
連
携
」



４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

市税・国保税・介護保険料など、24時間いつでも－。
　
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）で
、
市
税
な
ど
を

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
で
、
休
日
・
早
朝
・
夜
間
を
問
わ
ず

３
６
５
日
24
時
間
、
い
つ
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
税
目
な
ど

　
固
定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

◉
納
付
す
る
と
き
の
注
意

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
利
用
で
き
る
納
付
書

は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
し

た
も
の
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
あ
る

も
の
で
す
。
そ
れ
以
外
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

取
り
扱
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
納
付
書
は
納
期
ご
と
に
１
枚
１

枚
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
く
さ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◉
コ
ン
ビ
ニ
以
外
の
納
付
場
所

　
金
融
機
関
、
郵
便
局
な
ど
で
も
こ
れ
ま

で
ど
お
り
納
付
で
き
ま
す
。

【
金
融
機
関
】　

　
宮
崎
銀
行
・
鹿
児
島
銀
行
・
宮
崎
太
陽

銀
行
・
高
鍋
信
用
金
庫
・
日
向
農
業
協
同

組
合
・
九
州
労
働
金
庫
の
本
店
お
よ
び
各

支
店
、
日
向
市
漁
業
協
同
組
合
、
九
州
内

の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局（
沖
縄

県
を
除
く
）

【
市
役
所
内
】　
宮
崎
銀
行
窓
口

◉
納
付
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ　

・
固
定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
は
、税
務
課
市
税
収
納
係（
☎

内
線
２
１
１
７
）

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
課
保
険
税
係（
☎
内
線

２
１
２
０
）

・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
あ
ん
し
ん
課
介
護
保
険
係（
☎
内
線

２
１
７
６
）
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日向市東部の観光道路。日知屋から財光寺までの0.4㎞－。
　
小
倉
ケ
浜
有
料
道
路
は
、
平
成
25
年
5

月
9
日
㈭
を
も
っ
て
、
通
行
料
金
の
徴
収

期
間
が
満
了
日
を
迎
え
ま
す
。

　
５
月
10
日
㈮
、
午
前
０
時
か
ら
次
の
と

お
り
、
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◉
無
料
開
放
す
る
路
線
名
お
よ
び
区
間

①
主
要
地
方
道
日
知
屋
財
光
寺
線

②
日
向
市
大
字
日
知
屋
か
ら
大
字
財
光
寺

ま
で
の
０・４
キ
ロ

回
数
券
を
払
い
戻
し
ま
す

◉
払
い
戻
し
場
所　
小
倉
ケ
浜
有
料
道
路

旧
管
理
事
務
所（
財
光
寺
下
ケ
浜
）

◉
払
い
戻
し
期
間　
平
成
25
年
５
月
10
日

㈮
か
ら
８
月
９
日
㈮
ま
で
の
３
か
月
間
。

期
間
中
、土
日
祝
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
で
す
。

◉
払
い
戻
し
方
法　
現
金
払
い

　
手
続
き
に
は「
回
数
券
払
戻
申
請
書
」が

必
要
で
す
。
様
式
は
宮
崎
県
道
路
公
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
残

枚
数
を
確
認
し
て
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

問
小
倉
ケ
浜
有
料
道
路
旧
管
理
事
務
所

☎
54
・
９
２
７
０
、
ま
た
は
県
道
路
公
社

道
路
課
☎
０
９
８
５
・
25
・
１
５
８
８

小
倉
ケ
浜
有
料
道
路
は
、
５
月
10
日
か
ら
無
料
に

▲昭和59年に供用を開始した小倉ケ浜有料道路は、
日向臨海工業地帯関連交通の市街地通過を防ぎ、ま
た、一般国道10号のバイパスとして交通渋滞の緩
和を図るとともに生活産業道路の役割を担い、日向
市東部の観光道路として産業・文化の活性化に大き
く寄与してきました。
・有料道路名　小倉ヶ浜有料道路
・路線名　県道日知屋財光寺線
・区間　日向市大字日知屋から大字財光寺まで
・事業費　11億円
・工期　昭和57年2月～昭和59年3月
・延長　360ｍ	 ・設計速度　時速60㎞
・車線数　2車線	 ・車線の幅　幅員3.00ｍ
・主な構造物　小倉ヶ浜大橋260ｍ

▲コンビニ納付の取扱期限が過ぎている、あるいはバー
コードが印字されていない納付書などは利用できません。

市役所の組織を一部変更しました－。 県
か
ら
市
に
、
事
務
・
権
限
の
一
部
が
委
譲
　

　
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
、
次
の
事
務

や
権
限
が
県
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
窓
口
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◉
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
設
立
認
証
、
役
員
の
変
更
な
ど
の
届

出
の
受
理
、
定
款
変
更
の
認
証
、
軽
微
な

事
項
に
係
る
定
款
変
更
の
届
出
の
受
理
、

事
業
報
告
書
な
ど
の
受
理
、
事
業
報
告
書

な
ど
の
閲
覧
ま
た
は
謄
写

▼
担
当
窓
口
＝
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

（
☎
内
線
６
２
５
１
）

◉
保
健
、
福
祉
、
医
療　
・
未
熟
児
の
訪

問
指
導
、
未
熟
児
養
育
医
療
の
給
付
な
ど

（
詳
細
は
17
㌻
）　
▼
担
当
窓
口
＝
こ
ど
も

課
子
育
て
支
援
係（
☎
内
線
２
１
９
６
）

・
育
成
医
療
に
係
る
自
立
支
援
医
療
費
の

支
給
認
定
、
給
付　
▼
担
当
窓
口
＝
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
７
４
）

・
社
会
福
祉
法
人
の
定
款
の
認
可
、
報
告

徴
収
お
よ
び
検
査
、
業
務
停
止
命
令
、
解

散
命
令　
▼
担
当
窓
口
＝
福
祉
課
福
祉
政

策
係（
☎
内
線
２
１
６
０
）

◉
水
道
な
ど　
・
簡
易
専
用
水
道
に
係
る

給
水
停
止
命
令
、
簡
易
専
用
水
道
事
業
者

か
ら
の
報
告
徴
収
、
立
入
検
査　
・
専
用

水
道
の
給
水
開
始
の
届
出
受
理
、
専
用
水

道
の
布
設
工
事
の
設
計
確
認
、
専
用
水

道
設
置
者
か
ら
の
報
告
徴
収
、
立
入
検

査
、
給
水
停
止
命
令　
・
小
規
模
受
水

槽
水
道
の
設
置
者
に
対
す
る
指
導
な
ど 

▼
担
当
窓
口
＝
水
道
課
維
持
係（
☎
内
線

２
６
４
４
）

◉
環
境
衛
生　
・
飲
用
井
戸
の
設
置
者
に

対
す
る
指
導
な
ど　
▼
担
当
窓
口
＝
環
境

整
備
課
環
境
公
害
係（
☎
内
線
６
３
１
０
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
組
織
改
編

　
４
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
、
市
の
組

織
を
一
部
変
更
し
、
業
務
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。

・
市
庁
舎
建
設
に
関
す
る
業
務
を
統
括
す

る「
新
庁
舎
建
設
準
備
室
」を
、
企
画
情
報

課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

・
市
税
や
使
用
料
な
ど
、
市
の
債
権
の
徴

収
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
税
務
課
内
に「
債
権
管
理
室
」を
設

置
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
建
設
課
内
に「
用
地
係
」を

設
置
、
東
郷
総
合
支
所
の
グ
ル
ー
プ
制
を

見
直
し「
地
域
振
興
係
」を
設
置
し
ま
し

た
。
総
合
支
所
内
の
窓
口
の
場
所
や
業
務

内
容
は
こ
れ
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
行
政
経
営
課
行
革
推
進
係

（
☎
内
線
２
２
１
６
）

見　本

hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

給付が制限されたら大変。家族みんなで確認しましょう－。
　
介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
が

納
め
る
保
険
料
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
1
割
の

自
己
負
担
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
し
た
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
で
き
る
も
の
で

す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期

間
が
あ
る
と
、
一
時
的
に
費
用
の
全
額
を

負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
た
り
、

自
己
負
担
の
割
合
が
1
割
か
ら
3
割
に
な

っ
た
り
す
る
な
ど
の
給
付
制
限
が
か
か
り

ま
す
。
給
付
制
限
が
か
か
り
、
本
人
に
支

払
い
能
力
が
な
い
場
合
に
は
家
族
の
負
担

増
に
も
つ
が
な
り
ま
す
。

　
下
の
表
は
、
実
際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
に
、
ど
れ
く
ら
い
費
用
が
か

か
る
か
の
目
安
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

市
は
、
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
場
合
、

本
人
へ
文
書
や
電
話
で
の
催
告
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

時
に
な
っ
て
初
め
て
未
納
が
あ
る
こ
と
を

知
る
家
族
の
人
も
い
ま
す
。

　
現
在
、
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
天
引

き
さ
れ
て
い
る
人
で
も
、
天
引
き
が
始
ま

る
前
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ざ
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
安

心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
も
、
保
険
料
の
未
納
が
な
い
か
家
族
み

ん
な
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
介
護
保
険
係

（
☎
内
線
２
１
７
６
）

「要介護５」と認定された人の
費用の目安

介護サービス
費用

（10割分）

自己負担の金額
※食費・居住費は別

保険料を納めて
いる場合

（１割負担）
未納がある場合
（３割負担）

特別養護老人ホームなどに
入所した場合

（１か月あたりの目安）
約30万円 約３万円 約９万円

デイサービスを利用した場合
（７～９時間の利用１回分の目安） 約１万円 約１千円 約３千円



▲

人がまちをつくる
Human

Human人がまちをつくる

世
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
癒
し
を
。
哀
愁
漂
う
姿
に
大
き
な
反
響
。

拙
者
、日
向
出
身「
サ
ラ
忍
マン
」と
申
し
ま
す
―
。

　

桜
が
咲
き
始
め
る
様
子
を
見
る

と
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
ね
。

私
は
、
あ
と
４
か
月
で
日
向
市
国
際
交

流
員
と
し
て
の
任
期
を
終
え
、
カ
ナ
ダ

に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
向
で
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
貴
重
な
思
い
出
が
い

っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
一
つ
ひ
と
つ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
音
楽
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
思
い
出
を
記
憶
に
焼
き

付
け
る
た
め
に
、
特
定
の
思
い
出
を
、

特
定
の
歌
や
曲
と
結
び
付
け
ま
す
。

　

例
え
ば
、
４
年
前
に
札
幌
市
で
暮
ら

し
て
い
た
こ
ろ
、
社
交
ダ
ン
ス
教
室
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
流
れ
て
い

た
曲
を
聴
く
と
、
今
で
も
当
時
の
場
面

や
雰
囲
気
、
気
持
ち
な
ど
を
、
ま
る
で

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
た
か
の
よ
う
に
、

鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ク
ル
ス
の
海
や
伊
勢
ケ
浜
な
ど
、
日

向
の
す
ば
ら
し
い
観
光
地
を
訪
れ
た
と

き
に
聴
い
て
い
た
曲
、
幼
稚
園
や
保
育

園
を
訪
問
し
園
児
と
踊
っ
た
時
の
音
楽
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
音
楽
や
リ
ズ
ム
。

日
向
市
で
あ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
も

同
じ
よ
う
に
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
た

く
さ
ん
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
年
間
の
貴
重
な
体
験
、
日
向
市
で

の
思
い
出
は
決
し
て
こ
れ
か
ら
も
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ア
ー
ル
の
日
向
見
聞
録
第二十六話

国
際
交
流
員

「日
向
で
の
楽
し
い
日
々
を
、
大
好
き
な
音
楽
と
と
も
に 
」　

の
巻

文 : カナダから来た第10代日向市国際交流員アール　アミーン　ザッカ（25）

まちかど
フリートーク

　

旭化成メディカル㈱ 

甲斐 敏和 さん
（浜町：32歳）

バ イオ医薬品の製造工程で、ウイルス
を除去するために欠かせない「プラ

ノバ」というフィルターを製造してます。
週末はいつも、家族で楽しく充実した時
間を。これからも心から妻に感謝し、音
心（ねいろ）と琉音（りゅおん）２人が、素直
に健やかに育ってほしいと願っています。

本 協議会は雇用創出を図るために、
市や市内の経済団体などと連携し

て昨年度、求職者・事業主向けに17セミ
ナーを開催。今年度もたくさんのセミナ
ーを予定しています。さらに就職促進の
ための合同面接会の開催や、就職関連情
報の提供も。詳細はホームページなどで。

～人が育ち仕事がうまれる～イキイキひゅうが雇用創出プロジェクト

～２つの音に癒される日々～　趣味はボルダリングやバス釣りなど

日向市地域雇用創造協議会 

 　　　　 那須 小百合 さん
（江良町：29歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

日向市地域雇用創造協議会
　http://hyuga-job.com/
フェイスブックページも開設中です。
所在地＝日知屋8097番地２、日向地区中小
企業技能センター内。☎57・4567

▲２月14日、伊勢ケ浜保育園を訪問。
英語や音楽を通して、園児たちと交
流を深めました。

事業推進員

楽しい英会話教室
　下記のとおり、受講者を募集し

ています。

◉日時・場所など

▶初級＝５月20日㈪から７月８

日㈪の、毎月第２・４月曜日。初

回のみ第３月曜日（全５回）。午後

２時から３時30分まで、さんぴあ

２階会議室で。定員15人。

▶中級・上級＝５月15日㈬から７

月10日㈬の間、毎週水曜日（全９

回）。午後７時から８時まで、市

障がい者センターあいとぴあで。

定員は25人。

◉受講料　無料

◉講師 国際交流員 アール ザッカ

※いずれも定員に達し次第締切。

電話で申し込んでください。

問市民協働課（☎内線6251）

サ
ラ
忍
法「
名
刺
手
裏
剣
」で

自
己
紹
介
。
青
い
頭
巾
に

ス
ー
ツ
姿
の
現
代
風
忍
者
が
桃
色
頭

巾
の
く
の
い
ち
Ｏ
Ｌ
娘
と
と
も
に
３

月
10
日
、
新
生
町
の
手
づ
く
り
ケ
ー

キ
の
店「
ビ
ッ
グ
パ
パ
」に
現
れ
た
。

そ
の
正
体
は
、ち
ま
た
で
話
題
の「
サ

ラ
忍
マ
ン
」こ
と
、
田
口
健
太
郎
さ

ん（
40
歳
・
伊
勢
ケ
浜
出
身
）だ
。

　
福
岡
市
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
営

業
と
し
て
働
く
田
口
さ
ん
は
、
仕
事

の
合
間
に
忍
者
に
扮
し
て
ユ
ニ
ー
ク

な
写
真
を
撮
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

交
流
サ
イ
ト・フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
Ｆ

Ｂ
）に
投
稿
。
耐
え
忍
ぶ
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
日
常
を
風
刺
し
た
姿
が
共
感

を
呼
び
多
方
面
に
拡
散
、
そ
し
て
国

外
へ
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
か
ら
、
次
々
と
Ｆ
Ｂ

の
友
達
申
請
が
殺
到
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
生
の「
サ
ラ

忍
マ
ン
」に
会
っ
て
応
援
し
た
い
と

い
う
声
に
応
え
て
今
年
２
月
、
２
回

目
の
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
、
１
０
０
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
人
気
ぶ
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
メ
デ

ィ
ア
や
韓
国
の
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ

れ
、
つ
い
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
は
よ
う

日
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
。

　
実
は
そ
の
大
躍
進
の
陰
に
は
、
ふ

る
さ
と
日
向
の
同
級
生
た
ち
の
協
力

も
あ
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
池
本
康
司
さ

ん（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）が
装
飾
を

担
当
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン

し
グ
ッ
ズ
を
制
作
。
ビ
ッ
グ
パ
パ
店

主
、
田
崎
了り
ょ
う
だ
い
大
さ
ん（
左
端
）は
、
サ

ラ
忍
マ
ン
ら
を
模
し
た
サ
ブ
レ
を
特

別
に
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者
へ

提
供
、
と
て
も
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。

　
今
後
の
目
標
は
、
地
元
で
の
凱
旋

交
流
会
。「
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通

じ
て
日
向
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
」と
田
口
さ
ん
。

　
「
日
向
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
ご
ざ
る
！
ニ

ン
ニ
ン
＝
卍
」。
す
で
に
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
動
き
、
夏
の
交
流
会
へ
向

け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

【忍活92段】やはり厳しい現代社会…(>_<)
飛び込み営業も上手くいかないでござる～ (ToT)
…はあぁ～ハトがいっぱい♪…
癒されるでござるぅ～ (*_*)
にんにん＝卍

Design by BELATECH design office
　 http://www.belatech-design.com/
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順位 氏名 市町村 記録

ハーフ男子

1 竹ノ内賢次 鹿児島県 1:12:39

2 柳井隆志 大分県 1:16:54

3 石谷公平 大分県 1:19:07

ハーフ女子

1 宇佐見祐子 宮崎市 1:35:00

2 金丸真智子 門川町 1:44:27

3 尾崎多美子 大分県 1:50:38

親子（２㎞）

1 冨樫魁里
冨樫直樹 熊本県 0:08:05

2 今野凱生
今野貴充 福島県 0:08:09

3 中山允
中山秀之 日向市 0:08:13

２㎞　小学１～３年生男子

1 川越悠樹 日向市 0:08:00

2 花倉唯斗 日向市 0:08:06

3 那須優稀斗 日向市 0:08:06

２㎞　小学1 ～ 3年生女子

1 江口瑠 都城市 0:07:58

2 杉山はる 鹿児島県 0:08:01

3 河内瀬桜 日向市 0:08:26

２㎞　小学4 ～ 6年生男子

1 齋藤瑞希 延岡市 0:06:59

2 那須洸稀 日向市 0:07:06

3 柳かなと 鹿児島県 0:07:21

２㎞　小学４～６年生女子

1 椎葉早咲 日向市 0:07:40

2 椎葉愛実 日向市 0:07:41

3 粟田利彩 日向市 0:07:45

５㎞　男子

1 蒲生功一 美郷町 0:15:54

2 藤本和秀 熊本県 0:16:26

3 黒木信寿 日向市 0:16:27

５㎞　女子

1 吉良花瑠 高鍋町 0:19:47

2 大津亜衣奈 日向市 0:22:14

3 甲斐小夕姫 日向市 0:22:24

第19回
日向ひょっとこマラソンIN日向岬
入賞者一覧（種目別）

19th

2013.03.10

日
向
岬
の
大
パ
ノ
ラ
マ

１
５
８
３
人
が
満
喫

　

第
19
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
IN
日
向

岬
が
３
月
10
日
㈰
、
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、

２
㌔
、
５
㌔
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
ひ
ょ
っ
と

こ
の
部
５
㌔
（
走
り
方
は
自
由
、
計
測
あ
り
・

な
し
）の
５
種
目
に
１
５
８
３
人
が
出
場
し
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

最
大
高
低
差
お
よ
そ
70
㍍
の
日
向
岬
を
周

回
す
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
約
21
㌔
）の
部
に
は

４
５
２
人
が
出
走
。
起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス
に

苦
し
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
限
界

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
今
大

会
。
コ
ー
ス
沿
い
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
が
応

援
に
立
ち
、
早
春
の
日
向
路
を
颯さ

っ
そ
う爽

と
駆
け
抜

け
る
選
手
た
ち
に
、
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

サ
ン
ド
ー
ム
日
向
ま
え
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
産
品
な
ど
の
販
売
や
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
な

ど
で
来
場
者
を
歓
迎
。
県
内
外
か
ら
参
加
し
た

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
心
か
ら
お
も
て
な
し
し

ま
し
た
。

　
次
回
は
、
記
念
す
べ
き
20
回
目
で
節
目
の
年
。

皆
さ
ん
も
今
か
ら
少
し
ず
つ
練
習
を
始
め
て
、

来
年
３
月
９
日
㈰
に
開
催
予
定
の
第
20
回
記
念

大
会
に
出
場
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

早春の日向路で、健脚を競う



　
九
州
中
央
山
地
国
定
公
園
内
の
中
心

部
に
あ
る
扇
山（
１
，
６
６
１
ｍ
）は
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
、
白

岩
山（
１
，
６
４
７
ｍ
）を
結
ぶ
縦
断
コ

ー
ス
と
し
て
県
内
外
の
登
山
愛
好
者
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
頂
上
付
近
で
見
ご
ろ
を
迎
え
た
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
が
登
山
者
を
迎
え
、
久
住
山
、

由
布
岳
、
祖
母
～
傾
連
山
、
大
崩
山
、

阿
蘇
山
な
ど
、
九
州
の
高
山
を
ほ
と
ん

ど
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
扇
山
の
山
開
き
は
、
５
月
12
日
㈰
で

す
。
午
前
９
時
30
分
ま
で
に
、
椎
葉
村

扇
山
松
木
側
登
山
道
入
口
へ
。
参
加
者

に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
ッ
ペ
ン
と
飲
み
物

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
あ
た
た
か
な
日
差
し
の
な
か
、
新
緑

と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が
織
り
な
す
癒
し

の
風
景
と
大
自
然
の
雄
大
な
景
観
を
眺

め
、爽
快
感
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
椎
葉
村
役
場
地
域
振
興
課
商
工
観
光

グ
ル
ー
プ
☎
０
９
８
２
・
67
・
３
２
０
３ 広域情報掲示板

椎
葉
村

２
０
１
３「
扇
山
」山
開
き

　

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム「
ま
ち
の

病
院
が
な
く
な
る
」が
３
月
17
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
医
療
機

関
や
行
政
関
係
者
の
ほ
か
、
た
く
さ

ん
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
日
向
市
を
取
り
巻
く
地
域
医
療
の

現
状
や
課
題
を
み
ん
な
で
共
有
し
学

び
合
い
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
よ
う
と
昨
年
12
月
に

発
足
し
た「
日
向
市
の
地
域
医
療
を

考
え
る
会
」と
、
行
政
、
医
療
機
関

な
ど
が
連
携
し
て
開
催
し
た
も
の
。

　
第
1
部
で
は
日
向
市
東
臼
杵
郡
医

師
会
の
渡
邊
康や
す
ひ
さ久
会
長
が
、「
日
向

市
、
東
臼
杵
郡
の
医
療
の
歴
史
と
現

状
」を
報
告
。
ま
ち
の
医
療
を
守
る

た
め
に
は「
平
日
の
診
療
時
間
内
の

受
診
」、「
平
日
夜
間
の
軽
症
患
者
は

初
期
救
急
診
療
所
へ
」、「
定
期
検
診

を
受
け
る
」、「
か
か
り
つ
け
医
を
持

ち
早
め
の
受
診
」な
ど
を
心
が
け
て

ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
市
消
防
本
部
の
松
木
嚴い
わ
お生

警
防
課
長
が「
市
の
救
急
医
療
の
現

状
」と
題
し
て
、
救
急
車
の
出
場
件

数
や
市
が
取
り
組
む
映
像
伝
送
シ
ス

テ
ム
の
運
用
状
況
、
ま
た
昨
年
度
運

航
を
開
始
し
た
宮
崎
県
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
搬
送
状
況
な
ど
を
報
告
。
救
急

車
の
適
正
利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
理

解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
基
調
講
演
は
、
城
西
大

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
総
合
学
科
の
伊い
せ
き関

友と
も
と
し伸
教
授
が「
ま
ち
の
病
院
が
な
く

な
る
」と
題
し
て
講
演
。
全
国
的
な

医
師
不
足
の
現
状
や
医
師
偏
在
の
危

機
的
状
況
に
陥
っ
た
背
景
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
全
国
の
自
治
体
病
院
に
お

け
る
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、「
医
療

は
人
が
人
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
。
現
場

で
医
療
を
行
う
医
師
や
看
護
師
が
、

や
る
気
を
持
ち
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
良
い
医
療
は
実
現
で

き
な
い
」、「
住
民
を
含
め
医
療
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
相
手
の
立
場

に
立
ち
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
」と

し
た
う
え
で
、
地
域
医
療
の
崩
壊
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
医
療
従

事
者
と
市
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て「
ま
ち
の
医
療
を
守
る
」取
り
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

15　 2013.04  2013.04 　14

赤十字奉仕団の東郷町域団員
は３月１日、地域内で一人で
暮らす高齢者94人に手作り弁
当を配達しました。いつまで
も安心して暮らせるまちづく
りを目指す活動の一つで、15
年前から行っているもの。集
まった団員12人が、ばらずし
や煮物、白あえ、桜餅など８
品が入った彩り豊かなひな祭
り弁当を調理。やさしさに包
まれたお弁当を、笑顔でうれ
しそうに受け取っていました。

桃
の
節
句
に
、
日
赤
奉
仕
団
が
愛
情
弁
当
を
配
達

地域にまごころを届けます

今年30周年を迎える日向ひょ
っとこ夏祭りを、よりたくさ
んの人に親しんでもらおうと
３月16日、市文化交流センタ
ーでひょっとこ踊り講習会が
開かれました。北海道から鹿
児島までの全国各地から200
人以上の愛好家が参加。橘
ひょっとこ踊り保存会メンバ
ーを講師に、踊りの基本を学
びました。夜には交流会もあ
り、テンテコテンのリズムを
絆に親睦を深めていました。

30   

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
を
盛
大
に

ひょっとこ踊り講習会

人生60年を歩んできた皆さん
の節目を祝う還暦式が２月16
日、市中央公民館であり181人
が参加。久しぶりの再会に感
激し、話に花が咲くグループ
の姿がいたるところに。式で
は池田元

もとつぐ
継さん（曽根町）と歌

津三
み つ え

枝さん（財光寺）に生涯現
役証書が手渡され、澄田登さ
ん（財光寺）が代表して「豊かな
まちづくり、人づくりに貢献
したい」と第２の人生のスター
トに立った思いを述べました。

ま
だ
ま
だ
若
さ
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を

新たな人生の第一歩を

2013.02- 03　Hyuga Times

日知屋古田町に新築移転した
千代田病院敷地内で２月23
日、集団災害事故救急救護訓
練が実施されました。市内で
爆発事故が発生し、多数の負
傷者が出たとの想定。負傷程
度の情報を伝送する電子トリ
アージ実証実験もありました。
医師や救急隊員はパソコンな
どで電子化された情報を確認
し治療優先度を判断。その後
医療機関へ搬送するなど、関
係機関の連携を確認しました。

正
確
な
情
報
の
共
有
と
救
助
活
動
の
効
率
化
を

県内初、電子トリアージ実証

塩見まちづくり協議会主催の
「塩見ウォーク」が３月10日、
農村交流館を発着とする約９
㌔のコースで開かれ、およそ
150人が参加しました。コー
ス上の各ポイントでは NPO
法人「かごしま探検の会」代表
理事の東川隆太郎さんによる
ユニークな史跡解説も。道中、
塩見発祥ひょっとこ踊りの披
露や、ゴールした後には手打
ちそばの振る舞いなどもあり、
まち歩きを満喫していました。 

塩
見
を
さ
る
い
て（
歩
い
て
）、
塩
見
を
知
る

第３回塩見ウォーク

TOPICS

他
人
を
尊
重
し
、
自
分
自
身
を
尊
重
す
る
心
を

市文化交流センターで３月７
日開かれた人権について考え
る市民の集い。「でっかい子育
て人育て。出会いを生かせば
道は開ける」と題して、有限会
社クロフネカンパニー社長の
中村文昭さんが講演しました。
自身の母親の子育て方法や師
匠の人生ついての考え方など
を紹介し「人のためになること
をする。プラス思考に考える」
などと話し、会場に訪れた人
は熱心に耳を傾けていました。

人と人とのつながりや出会いth

Hyuga Timesまちの話題

いっ
し
ょ
に
考
え
よ
う
。
ま
ち
の
医
療

なぜ 医師が去り、病院がなくなるのか

日向市東臼杵郡医師会
渡邊康久会長

日向市消防本部
松木嚴生警防課長

城西大学総合学科
伊関友伸教授

地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム



                  

☜携帯電話で撮影した写真を、左のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念に、お子さんのかわいいい写真を投稿してみませんか？　
◉掲載対象＝今月1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児。◉投稿方法＝ E メール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保護者
の連絡先、および30文字程度のコメントを記載して、デジタルカメラや携帯電話などで撮影した高画質写真を添付して送信してください。
※投稿多数の場合、掲載できない場合もあります。◉送信宛先　　public@hyugacity.jp　問総務課秘書広報係（内線☎2235）

読者投稿コーナー　  1.2.3

Happy Birthday
誕生日おめでとう

携帯電話から送信も

黒木 利
としおみ

臣 ちゃん
２さい（寺迫）

2歳の誕生日おめでと
う♪我が家のヒーロー
は不滅です !!!!

笠原 聡
そ う た ろ う

太郎 ちゃん
１さい（比良町）

お誕生日おめでとう！す
くすく元気に育ってね♪

甲斐 颯
そ う た

太 ちゃん
１さい（日知屋）

誕生日おめでとう☆これ
からも思い出沢山作ろう
ね♪そうちゃん大好き♡

４月１日から変わります

未熟児養育医療の窓口が、県から市へ

日曜・祝日などの在宅医

松葉 旺
お う が

芽ちゃん
１さい（原町）

１歳おめでとう♪これか
らも、みんなを笑わせて
ね☆

倉本 愛
あ い ら

桜 ちゃん
３さい（財光寺）

誕生日おめでとう。これ
からも元気いっぱいスク
スク成長していってね☆

広域連携による小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

４月７日
（第１日曜日）

ほうしやまこどもクリニック
（延岡市船倉町１‒ １‒ ７） ☎0982・21・6551

４月14日
（第２日曜日）

大王谷こどもクリニック
（日向市亀崎西２‒155‒ １） ☎0982・50・2000

４月21日
（第３日曜日）

松崎医院
（延岡市昭和町１-11- １） ☎0982・21・0001

４月28日
（第４日曜日）

藤本内科小児科医院
（延岡市日の出町１-21- １） ☎0982・34・6195

４月29日
（昭和の日）

赤須内科小児科医院
（延岡市桜園町128） ☎0982・21・2155

①小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
②当番医は変更になる場合もありますので、受診前に必ず電話で確認してください。

医療を給付する制度です。
　所得に応じて、費用の一部
負担があります。
詳細は問い合わせてください。

乳児前期（３～４か月児）
健康診査
　市内に住民票のある３か月
児に受診票をお送りします。
◉内容　個別健診（できるだけ
市内の小児科で事前に予約を
して受診しましょう )。
乳児後期（７か月児）、１歳６
か月児・３歳児健康診査
　市内に住民票のある生後７
か月児・１歳７か月児・３歳
７か月児に健診の案内をお送

　平成25年４月１日から、未
熟児養育医療などの届出窓口
が県（保健所）から市（こども
課）に変わりました。
　届け出が必要な手続きには、
次のようなものがあります。
①低体重児の届出
　出生時の体重が2500㌘未満
の場合には、保護者が届け出
てください。早期に適切な養
育が行われるよう保護者を支
援、また保健師などが訪問し、
相談に応じます。
②未熟児養育医療の給付申請
　出生時体重が2000㌘以下ま
たは、身体の発達が未熟のま
ま出生した子どもで、指定医
療機関へ入院し、養育を行う
必要のある子どもについて、

りします。
◉内容 集団健診。身長・体重
測定、問診指導、小児科医師・
歯科医師の診察および歯科指
導（７か月児以外）があります。
◉場所 市民健康管理センター
※必ず母子健康手帳を持参し
てください。費用は、無料です。
また、健診日に都合が悪い場
合や感染症などの疑いのある
場合は、こども課まで連絡し
てください。

問こども課子育て支援係（☎内線2196）

日向市初期救急診療所 　北町２‒10
　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要
な人のための診療所です。診療対象は小学生
以上です。ただし、小学生は受診する前に電
話（☎50・1000）してください。
◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から
午後９時30分まで（受付＝午後７時15分から）。
◉診療科　内科・外科

延岡市夜間急病センター　
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）
　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延
岡・日向地区の小児科医が協力して、治療に
あたっています。
◉診療時間　午後７時30分から午後11時まで。
◉診療科　内科・小児科（毎日）、外科（月～金）
☎0982・21・9999

日向市東臼杵郡医師会
テレフォンサービス
☎53・1214
　http://hyuga-ishikai.jp/
※予告なく変更する場合があり
ます。受診前に、必ず各医療機
関に電話で確認してください。

こどもの健診いろいろ
黒木 大

た い が
雅 ちゃん

３さい（財光寺）
元気いっぱいのたいちゃん☆
これ以上怪我をしないでね♡

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう"ひゅうがっ子”

～
親
子
で「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」～

４
月
の
お
は
な
し
会

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
乳
幼
児
向
け（
毎
週
木
曜
日
）

４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日
の
午
前

10
時
30
分
か
ら
10
時
50
分
ま
で
。

◉
幼
児
向
け（
毎
週
水
曜
日
）

３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
の
午
後

３
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

◉
小
学
生
向
け（
毎
週
土
曜
日
）

６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
の
午
前

11
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

子
ど
も
映
画
上
映
会

４
月
14
日
㈰
、午
前
10
時
30
分
か
ら
。

「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」「
夢
を
買
う
」

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」「
マ
イ
メ
ロ
デ
ィ
の
赤

ず
き
ん
」の
４
本
。
合
計
上
映
時
間

は
60
分
程
度
。

ブックスタート展開中

本に親しみ、こころすこやかに
問市立図書館 ☎54・1919（春原町１–47）
　 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp
◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分 
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時 
◉４月の休館日（１日と毎週月曜日は休館）
１日　８日　15日　22日　29日

Let`s support child raising together in our community.

おすすめの本　〜 Recommended Books 〜

日向市「子育て応援宣言」

メロディ

弾 いてくれる人を待ち
続 け る ピ ア ノ の 前

に、ある日小さな女の子
が現われました。「メロデ
ィ」と名付けたピアノを、
女の子はいつも弾いてい
たのですが…。世界中の
ピアノと、ピアノを愛す
るすべての人に贈る絵本。

くすのきしげのり／さく
ヤマハミュージックメディア

廃校が図書館になった

百 二十五年の歴史を持
つ母校・鯉川小学校

の廃校を機に、橋本五郎さ
んが故郷・秋田県三種町に
寄付した2万冊の書物。地
域の人々が力を合わせて、
その書物を整理し、廃校
を「橋本五郎文庫」に生まれ
変わらせるまでの全記録。

北羽新報社編集局報道部／編　藤原書店

地形図の楽しい読み方 

地 形図の作られ方、そ
れを実現するための

デフォルメの手法、地形・
地物を表現するための思想
など、不思議でおもしろい
地図の世界をわかりやすく
紹介。『山と渓谷』の連載を
加筆修正して書籍化。

今尾恵介／著　山と溪谷社

◉日時 ４月13日㈯、午後１時か
ら４時（受付は２時まで）、市中央
公民館で。修理は無料ですが、部
品・材料代は自己負担です。
問同事務局 ☎66・0570（高橋）

こわれたおもちゃを修理✚
おもちゃ病院ひゅうが

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
人
が
病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
病

院
な
ど
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
医
療

費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
す

る
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◉
助
成
対
象
者

　
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

童（
障
が
い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未

満
）を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
と
そ
の
児
童
、
父
母
の
い
な

い
児
童
。※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◉
助
成
額

　
保
険
診
療
分
に
か
か
る
医
療
費
か

ら
月
額
１
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た

金
額（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）。

◉
申
請
方
法

　
診
療
を
受
け
た
月
か
ら
１
年
以
内

に
、
こ
ど
も
課
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◉
提
出
書
類

・
医
療
費
給
付
申
請
書

・
医
療
機
関
が
発
行
す
る
保
険
点
数

を
明
記
し
た
領
収
書

助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
資
格

登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
申
請
者
の
預
金
通
帳（
振
込
口
座

の
確
認
の
た
め
）

・
そ
の
他
、
児
童
扶
養
手
当
認
定
請

求
に
準
ず
る
書
類

　
不
明
な
点
が
あ
っ
た
ら
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

（
☎
内
線
２
１
６
３
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ

ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
っ
た「
赤
ち
ゃ
ん
と

本
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」

を
応
援
す
る
運
動
で
す
。
７
か
月
児
健
診
の
と
き

に
、
絵
本
や
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
冊
子
な
ど
が
入

っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
す
。 

あ
ら
か
じ
め
の
登
録
が
必
要
で
す

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
医
療
費
助
成
制
度

ひとり親世帯を応援します
母子自立支援員　髙木 京子さん

市 内在住の母子寡婦家庭で
構成する日向市母子会は、

現在、会員約200人。ボーリン
グ大会やクリスマス会などの開
催や、ボランティア活動をする
など、年間を通じて、会員相互
の親睦を図っています。また、
子どもの修学資金をはじめとし
た母子・寡婦福祉資金貸付も行
っています。私たち母子会はひ
とり親世帯を応援しています。
ひとりで悩まず相談してくださ
いね。こども課母子自立支援員
の髙木まで、お気軽にお電話を。
☎52・2111（☎内線2173）

interview
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郷
土
の
文
化
財
�　
防
災
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
⑵　
　

遺
跡
の
立
地
場
所
か
ら
わ
か
る
こ
と

f o o d

w a l k

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
。

未
曾
有
の
大
災
害
は
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
3
県
の
太
平
洋
沿
岸
市
町
村
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
歴
史
を

振
り
返
る
と
大
地
震
や
津
波
被
害
は
全
国
各

地
で
、
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
み

ら
れ
る
地
震
は
、
記
録
上
に
残
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
け
で
も
仁
和
３（
８
８
７
）年
の
南
海

地
震
以
来
、
23
回
も
発
生
し
て
お
り
、
特
に

明
和
６（
１
７
６
９
）年
に
は
日
向
灘
を
震
源

と
す
る
最
大
震
度
６
も
の
大
地
震
が
起
き
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
い
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
市
に
は
約
２
万
年
前
の
旧

石
器
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
に
か
け
て

の
遺
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
標
高
20
㍍
以
上
の
高
台
に
立
地

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
紀
元
前
３
０
０
年
ご

ろ
か
ら
開
始
さ
れ
た
弥
生
時
代
以
降
の
遺
跡

ま
で
も
が
高
台
か
ら
平
野
部
へ
降
り
て
来
て

い
な
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
人
は
弥
生
時
代
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ

て
き
た
稲
作
文
化
を
受
け
入
れ
生
活
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
岸
に
近
い
平
野
部

で
は
標
高
５
～
10
㍍
の
砂
丘
上
に
集
落
を
構

え
、
周
囲
の
低
湿
地
に
籾
を
ま
き
、
水
田
耕

作
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
延
岡
市
や
新
富
町
、
そ
し
て
宮
崎
市

で
は
、
そ
う
し
た
集
落
や
水
田
の
跡
が
い
く

つ
も
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
本
市
で
は
、
日
知
屋
・
財
光
寺

地
区
に
見
ら
れ
る
砂
丘
列
の
上
で
確
認
さ
れ

て
い
る
弥
生
時
代
以
降
の
遺
跡
は
、
２
～
３

か
所
だ
け
で
、
水
田
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
も

全
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
の
平
野
部
は

当
時
の
人
た
ち
か
ら
見
て
、
水
田
を
開
い
た

り
集
落
を
営
ん
だ
り
す
る
の
に
適
し
て
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
た
び
た

び
襲
来
す
る
津
波
や
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

多くの遺跡は高台に（平岩馬込遺跡）

問文化スポーツ課文化財・文化振興係（☎内線6231）

歴史探訪
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道駅食楽日向サンパーク「４月のイベント情報」

季
節
限
定「
春
会
席
料
理
」が
大
人
気
、

と
う
ご
う
採
れ「
山
の
恵
み
」も
最
盛
期

春会席料理（予約受付中）
2500円から（写真は、3500円）

◉お舟出の湯　レストラン潮音
☎56・3800

春
の
彩
り
プ
ラ
ン「
春
会
席
」を
始
め

ま
し
た
。
春
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
に
、
温
泉
入
浴
を
サ
ー
ビ
ス

し
た
、
春
を
満
喫
で
き
る
充
実
し
た
内
容
。

さ
ら
に
特
典
付
の
季
節
限
定
プ
ラ
ン
で
す
。

お
花
見
に
お
出
か
け
の
際
、
ま
た
歓
送
迎
会

な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉お舟出の湯の営業時間　午前10時から午後10時まで。
◉４月の休館日　１日㈪　15日㈪
日向サンパーク温泉お舟出の湯	☎56・3800
◉定期寄席　４月13日㈯、午後１時から。
ハンギングバスケット展　４月21日～５月11日
春の行楽はサンパークへ　テニスコートや遊具などもあ
り、家族みんなで楽しめます。ぜひお越しください。
団体予約受付中　10人以上の団体予約（料理・入浴）で、
無料でバス送迎も。行楽弁当なども予約受付中です。

「お舟出とくトクカレンダー」
　		市ホームページからも簡単アクセス！
　　http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
☜携帯電話からはＱＲコードで！

f o o d

道の駅とうごう「如月のイベント情報」

ふ
る
さ
と
市
場
で
は
、わ
ら
び
、せ
り
、

ぜ
ん
ま
い
、
ふ
き
の
と
う
、
だ
ら

の
芽
な
ど
、
春
の
山
の
恵
み
の
入
荷
が
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。、
今
の
時
期
に
し
か

食
べ
る
こ
と
で
き
な
い
旬
の
味
。
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

春の山菜、野菜の苦味を味わおう

◉ふるさと市場
　☎68・3070

ふるさと市場
春野菜・椎茸・果実などが続々入荷中。
◉日時　毎週水曜日と、土・日・祝日。午前８時から午
後５時まで。
「牧水公園」ちびっこ広場の遊具をリニューアルしました

コテージの予約も受
付中です。たくさん
の皆さんの来場をお
待ちしています。
◉受付時間　午前８
時30分から午後５時
まで。牧水公園ふるさ
との家☎69・7720

健康一番

hea l th

　

Ｑ
１
．
現
在
、
病
院
に
通
院
治
療
中
。

定
期
的
に
検
査
も
し
て
い
ま
す
が
、

特
定
健
診
を
受
け
た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
？

Ａ
．
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
も
特
定
健

診
の
対
象
で
す
。
あ
く
ま
で
も
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
発
見
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
の
で
、
治
療
の
一
つ
と
し
て
受
け
る
検

査
と
は
目
的
が
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
の
検
査
が
必
ず
し
も
特
定
健

診
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。「
情
報
提
供
票
」を
提
出
す
る
こ
と
で
、

受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
２
．
仕
事
が
忙
し
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
特
定
健
診
を
受
け
な

い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

面
倒
く

さ
い
し
、
健
康
に
自
信
も
あ
る
か
ら
…
。

Ａ
．
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
は
、
発
症
す

る
そ
の
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
健
診
を
一
度
も
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
ほ
ど
、
自
覚
症
状
が
出
て
受
診

し
た
時
に
は
す
で
に
重
症
化
し
て
い
る
場
合

が
多
い
の
で
す
。

　
健
診
は
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
や
糖
尿
病
な

ど
の
深
刻
な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
効
果
的
な
手
段
で
す
。
自
分
の
た
め
、

家
族
の
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
３
．
受
診
率
が
低
い
と
保
険
税
が

高
く
な
る
っ
て
本
当
で
す
か
？

Ａ
．
本
当
で
す
。
特
定
健
診
の
受
診
率
や
保

健
指
導
の
実
施
状
況
に
よ
り
、
各
医
療
保
険

者
が
払
う
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援

金（
負
担
金
）の
額
が
加
算
・
減
算
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
国
は
受
診
率
の
目
標
値
を

65
㌫
と
示
し
て
い
ま
す
が
、
日
向
市
の
平
成

23
年
度
の
受
診
率
は
22
・
8
㌫
で
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
受
診
率
が
低
い
と
、
皆
さ

ん
が
負
担
す
る
国
民
健
康
保
険
税
に
も
影
響

が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

問
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
２
１
１
１
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健
診

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

地球共生

　　

環
境
や
ご
み
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
人

「
環
境
市
民
会
議
」参
加
者
を
募
集
中

環
境
市
民
会
議
は
、
市
の
環
境
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
よ
り
よ
い
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
に
関
す

る
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
定
め
ら
れ
た「
環
境
基
本
計
画
」を
、
行
政

と
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
協
働
し

て
考
え
る
と
と
も
に
、
計
画
し
た
施
策
を
具

体
的
な
行
動
と
し
て
取
り
組
む
た
め
の
場
と

し
て
、
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
環
境
や
ご
み
の
問
題
に
つ
い

て
学
び
あ
い
、
意
見
を
出
し
合
う
場
と
し
て

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
10
年
で
、
現
計
画
は
平
成
26

年
度
ま
で
。次
期
は
平
成
27
年
度
か
ら
で
す
。

今
年
度
か
ら
、
次
期「
環
境
基
本
計
画
」を
策

定
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
環
境
市
民
会

議
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
基
本
的
に
毎
月
1
回
、
夜
間
午
後
7
時
か

ら
1
時
間
程
度
の
開
催
で
す
。
会
議
の
内
容

は
市
の
環
境
の
現
状
や
課
題
を
整
理
し
、
改

善
し
て
い
く
た
め
の
目
標
と
取
り
組
み
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
が

中
心
で
す
。
会
議
と
い
っ
て
も
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
す
し
、
専
門
的
な
知

識
や
経
験
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
見
学

の
ほ
か
、
自
然
観
察
を
行
っ
た
り
、
専
門
の

講
師
に
よ
る
講
演
を
聞
い
た
り
す
る
機
会
や

研
修
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
環
境
や
ご
み
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

第
1
回
日
向
市
環
境
会
議

◉
日
時　
５
月
23
日
㈭
、
午
後
7
時
か
ら
。

◉
場
所　
市
中
央
公
民
館

◉
募
集
人
員　
30
人
程
度

◉
申
込
方
法　
５
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
を
。

　
以
降
、毎
月
1
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で
、

広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
随
時
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

問
環
境
整
備
課
環
境
公
害
係

☎
53
・
２
２
５
６

ecology

平成25年度各種健診・がん検診のご案内
特定健診
◉対象者　40歳から74歳の日向市国民健康保険加入者
長寿健診
◉対象者　後期高齢者医療制度加入者
◉期間　平成25年５月から12月の間を予定
※対象者には、受診券を送付します。日向市国民健康保
険以外の人は、保険証の発行元へ問い合わせください。

がん検診　詳しい内容は、４月中に自治会を通じて各世
帯に配布する「保存版受診ガイド」をご覧ください。

◉申し込み・問い合わせ
　いきいき健康課健康づくり係（☎内線2181）

環境市民会議（昨年度の活動の様子）

貴重な自然を守る活動についての研修（川南湿原）



くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

～市の内部評価は適切か～
市行政評価委員会委員募集

　市の事業について、市職員による内
部評価が適正に行われているかを第三
者の視点でチェックする、日向市行政
評価委員会委員を広く市民から募集し
ます。
◉任期　平成27年３月31日まで。
◉会議の開催予定　6月から12月まで
の10回程度（1回３時間程度）
◉募集人員　３人
◉応募資格　市内に在住または勤務す
る人で、市の職員および議員でない人。
◉応募方法　行政経営課などで配布す
る指定の応募用紙を、直接持参、また
は郵送、ファクシミリ、電子メールで。
◉募集締切　4月30日㈫
◉選任方法　応募者が募集人員を越え
た場合は、書類審査（作文、男女比率、
年齢構成など）により選考。
◉報償費、旅費　会議出席の際は、市
の規定による報償費・旅費を支給。

問行政経営課行政経営係
（内線☎2217）　  52・1455

gyousei@hyugacity.jp

「農林水産業振興計画」の見直
し検討委員会の委員を募集

　農林水産業の現状に即した施策を計
画的に推進する「日向市農林水産業振
興計画」を見直すにあたり、消費者の
立場で意見を述べる検討委員会委員
を、次のとおり募集します。
◉会議の開催予定　４回程度（１回２
時間程度）
◉募集人員　４人（農業分野２人、林
業分野１人、水産業分野１人）
◉応募資格　市内に在住または勤務す
る人で、市の職員および議員でない人。
◉応募方法　希望する分野に対する
400字程度の作文を直接持参、または
郵送、ファクシミリ、電子メールで。
◉応募締切　４月26日㈮まで
◉報償費、旅費　会議出席の際は、市
の規定による報償費・旅費を支給。

 農業水産課農業振興係
☎52・1442　　52・0250

nousui@hyugacity.jp

～日向の魅力をＰＲ～
日向ひまわりレディを募集

　日向市観光協会は、日向市を明るく
元気に PR してくれる2013日向ひまわ
りレディを募集中です。
　市内や県内をはじめ、全国各地で開
かれる各種イベントなどにも参加して
いただきます。
◉応募資格　８月１日現在で満18歳
以上の未婚女性。協会が依頼する各種
行事に１年間支障なく参加できる人。
◉募集定員　若干名
◉応募締切　５月12日㈰
◉特典　選ばれた人には賞金10万円
を贈呈。賞状とトロフィーを授与し、
制服一式を支給します。
◉任期　８月１日から翌年７月31日ま
での１年間。
◉応募方法　既定の応募用紙に必要事
項を記入し、履歴書と観光に関する
800字程度の作文を添えて応募を。

 一般社団法人日向市観光協会事
務局☎55・0235

　市民の皆さんに市政やま
ちの動きなどを、よりわか
りやすく伝え、より親しん
でもらえるような広報紙を
つくろうと、読者アンケー
トを企画しました。
　読者の皆さんの率直な意
見、感想、要望などを左の
ハガキで、ぜひ聞かせてく
ださい。寄せられた意見な
どを、今後の紙面づくりに
役立てます。
　なお、郵送のほか、市役
所、支所窓口などでも受け
付けています。たくさんの

8 8 3 8 5 5 5

p o s t  c a r d

日向市本町10番5号
日向市役所 総務課 秘書広報係

Hyuga City Public Relations

広報 読者アンケート

50円切手を
貼ってポストに

投函してください ふりがな

氏名

性別 /　　男・女　　　年齢 /　　　　歳

住所

電話番号　（　　　　）　　　−

希望するプレゼント（抽選で各10人）

　□お舟出の湯「ペア入浴券1000円相当」

　□道の駅とうごう「お食事券1000円分」

　□海の駅ほそしま「お食事券1000円分」





募　集
Recruit

読者アンケートにご協力を
～抽選でプレゼントも～

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷総合支所 ☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

確認してください。
問県地域雇用対策室☎0985・26・7105

新しいことに挑戦！
ひむか YOU ゆうクラブ

　総合型地域スポーツクラブ「ひむか
YOU ゆうクラブ」は、平成25年度会員
を募集しています。
　お気に入りのスポーツ・生涯学習プ
ログラムを見つけて生きがいづくり、
仲間づくりに参加してみませんか。
◉会員登録のメリット　会員になると
すべてのサークルにいつでも無料で参
加できます。また、教室・大会などに
会員料金で参加できます。
◉会員登録料　4,000円（年度登録＝
入会から平成26年３月まで）。入会金
は不要です。
▶サークル＝ミニバレー、バドミント
ン、卓球、ソフトテニス、グラウンド・
ゴルフ、健康空手、囲碁、ミニテニス、
剣の舞、カラオケ　▶教室＝エアロビ
クス、フォークダンス、健康体操、社
交ダンス（初級・中級）、フラダンス、
小学生ソフトテニス　▶大会＝男女混
合ミニバレー、グラウンド・ゴルフ、
バドミントン、ミニテニス、囲碁　
▶市受託事業＝キッズ体力向上プロジ
ェクト、バリアフリースポーツ教室

 同事務局（日向市体育協会事務局
内）   080・5260・1515

himukayouyou@gmail.com

ミニバレーボール教室
５月中全４回 ～参加無料～

　ゴムでできた軟らかな弾力性のある
ボールを使い、４人ずつでプレーする
ミニバレーボール。ネットも低いため、
誰でも気軽に参加でき、運動不足の解
消や健康増進に最適です。次のとおり
参加者を募集しています。
◉日時　5月10日、17日、24日、31日、

皆さんからのご意見、ご感想をお待ち
しています。
問総務課秘書広報係（☎内線2235）

環境保全型農業の
認定を受けませんか？

　日向市環境保全型農業推進協議会
は、平成25年度環境保全型農業認証
の希望者を募集します。有機肥料を利
用して、減農薬、減化学肥料野菜など
の栽培に取り組んでみませんか？
◉募集締切　４月26日㈮
◉農薬基準　栽培する作物によって基
準が異なります。
◉申請手続　事務局に備える認証申請
書、年間栽培計画書を提出。※書類審
査や現地調査し認証。
◉認証特典　認証を受けたほ場へ、堆
肥などの資材費用の一部を補助。また
認証シールを貼って道の駅「とうごう」
などで販売できます。新規販売者は別
途登録が必要です。
問同協議会事務局＝農業水産課農業振
興係（内線☎2313）

福岡、東京、大阪の３会場で
宮崎県ふるさと就職説明会

　人材を求める企業と、県内で就職を
希望する U・Ｉターン希望者、新規
学卒予定者の皆さんの出会いの場とし
て、県は次の３会場で宮崎県ふるさと
就職説明会を開きます。
　参加は無料、事前申込も不要です。
◉福岡会場　５月11日㈯、天神ビル

（福岡市中央区）。
◉東京会場　５月18日㈯、都道府県
会館（千代田区平河町）。
◉大阪会場　５月25日㈯、大阪駅前
第３ビル（大阪市北区）。
※いずれの会場も、午後１時から４時
まで（受付は正午から）。参加企業など、
詳しいことは県庁ホームページなどで

毎週金曜（全４回）。午後7時30分から
９時30分まで、市体育センターで。
◉募集定員　20歳以上の男女50人
◉申込方法　4月30日㈫までに電話、
ファクシミリまたは電子メールで。

 文化スポーツ課スポーツ振興係
☎53・4791　  56・0018

bunka@hyugacity.jp
　

地域教育力活性化推進事業
受託団体を募集します

　市は、地域の大人と子どもによる自
然体験や伝統文化伝承活動など、世代
間交流を通し、子どもたちがたくまし
く生きる力を育む活動を推進する、地
域教育力活性化推進事業受託団体を募
集します。委託する団体には、10万
円を上限として、活動に対する委託料
を支払います。
◉申込締切　５月９日㈭
◉提出書類　事業計画書、収支予算書
※申込多数の場合や、事業内容の審査
結果によっては、委託できないことも
あります。
問生涯学習課生涯学習係（内線☎6242）

自主学習グループ（自主学級）
～開設者を募集～

　市は、下記の分野において10人以上
の仲間同士が集い、自主的に自己研鑽、
地域づくりに繋がる学習や創作活動を
実践する自主学習グループを募集しま
す。年間を通じた月一回程度の活動が
要件です。
　補助制度や定数がありますので、詳
しくは問い合わせてください。
◉対象分野　・家庭教育学級＝各小中
学校、幼稚園等単位の保護者など。
・高齢者学級＝地域のおおむね65才以
上のグループ　・女性学級＝地域の女
性グループ。
問生涯学習課生涯学習係（内線☎6242）
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くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

「
全
国
共
通　
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

　
平
日
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。
秘
密
は
厳
守
。
法

務
局
職
員
、
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

行
政
相
談

◉
４
月
17
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
東

郷
支
所
で
。

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

で
も
受
付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
４
月
17
日
㈬
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、
市
中
央
公

民
館
で
。
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎

内
線
２
１
４
０
）へ
事
前
予
約
を
。

司
法
書
士
会
日
向
支
部
、
ま
た
宮
崎

県
弁
護
士
会
が
開
く
相
談
会
も
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ

い
と
ぴ
あ
」で
。
☎
52
・
５
４
３
４

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
４
月
12
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら
11

時
ま
で
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
。

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。
☎
55
・

１
６
６
０

出
張
年
金
相
談（
完
全
予
約
制
）

◉
４
月
25
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館

で
。
市
民
課
国
民
年
金
係（
☎
内
線

２
１
３
２
）、
ま
た
は
延
岡
年
金
事

務
所
☎
０
９
８
２
・
21
・
５
４
２
４

へ
事
前
予
約
を
。
相
談
者
は
年
金
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
精
神

の
病
気
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
し
て
、

精
神
科
医
と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◉
４
月
16
日
㈫
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
、日
向
保
健
所
で
。

予
約
は
☎
52
・
５
１
０
１
へ
。

中
小
企
業
の
無
料
経
営
相
談
会

　
市
内
の
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応

援
。
㈶
県
産
業
支
援
財
団
の
専
門
員

が
経
営
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◉
４
月
８
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
日
向
地
区
中
小
企
業

技
能
セ
ン
タ
ー
で
。
相
談
は
無
料
で

す
。
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係（
☎

内
線
２
６
３
６
）へ
事
前
予
約
を
。

４月は交通・地域安全運動期間！
　安全に登下校できるよう、新入学児
童全員に県北生コン協同組合から防
犯ブザーの寄贈がありました。日ごろ
から PTA や地域ボランティア、警察、
交通指導員、青少年指導員などが見守
り活動をして、子どもたちの安全を支
えています。交通ルールや不審者対策
について、家庭でも話し合う習慣を。

問市民課市民相談係（☎内線2140）

２月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比42（－９） 89（－48）

Q. 平成25年度の国民年金保険

料はいくらですか？

Ａ．保険料は、物価変動率や実

質賃金変動率などから保険

料改定率を出し、これを平成16年の

改正で決められた額（25年度＝月額

15,820円）に乗じて決まります。平

成25年度の保険料は、24年度より

60円上がり、月額15,040円になり

ました。保険料は定額で全国一律です。

　保険料の納付には、前納した期間に

応じて割り引かれる前納制度や、納付

書で納めるよりも有利な口座振替制度

もあります。

　また、保険料を400円上乗せして

納めると、老齢基礎年金に付加年金

（200円×付加保険料納付月数）が加

算される付加年金制度があります。

　ただし、国民年金基金に加入してい

る人は付加保険料を納めることはでき

ません。納めることが困難な場合は、

免除や納付猶予制度もありまが、所得

制限などの一定の条件があります。

問市民課国民年金係（☎内線2132）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

S

▲

　市の花の一つ「山桜」。春を彩る姿は
豊かな自然の象徴。花の色が白く、葉
と花がほとんど同時に芽吹く。牧水が
こよなく愛した冠岳のあざやかな山桜
群。見ごろはほんの数日間。黄砂なの
かＰＭ2.5なのか。かすむ視界が残念。

H

▲

　寒い冬が終わり、とてもさわやかな
朝を迎えるようになりました。さあ、
待ちに待ったアウトドアの季節。毎週
とは言いませんが、月に一回くらいは
出かけたいものです。さっそくサンパ
ークキャンプ場へ予約してみよう！

from Editor`s room 編集後記

林野火災（山火事）を防止しましょう
　例年、春先の空気が乾燥する中で、
たき火やたばこ、火入れなどを原因と
する林野火災が全国各地で多発。昨年
は３月から４月にかけて1000件を超
える火災が発生しています。春の行楽
シーズンを迎えるにあたり、たき火の
後始末の徹底、たばこの投げ捨てはし
ないなど、火の用心をおねがいします。

問日向市消防本部 ☎52・2840

２月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
227 4 4

４月の納税
固 定 資 産 税 １期

納付期限　４月30日㈫
口座振替　４月25日㈭

税　目 ４月 ５月 ６月
市県民税 １期
軽自動車税 軽自
固定資産税 １期
国民健康保険税 １期
介護保険料1号 １期

納税は納期内に！

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

７月から３支所の戸籍届など
の受付時間が変更になります

　細島・岩脇・美々津支所では現在、
休日・時間外における出生届や死亡届
などの受領業務などについて、警備員
が対応しています。
　７月１日から、３支所の休日・時間
外の警備体制が一部機械警備となるこ
とから、下記の受領業務の取扱時間が、
平日の午前８時30分から午後５時15
分までに変更されます。
　なお、休日・時間外は、これまでど
おり、市役所本庁舎警備員室、東郷総
合支所警備員室で手続きすることがで
きます。
◉受付内容　出生届、死亡届、婚姻届

などの戸籍　関連届の受領・死体火葬
許可申請、東郷霊苑使用許可申請の受
け取りなど。
問細島支所☎52・2601、岩脇支所　
☎57・1001、美々津支所☎58・1101

借りられる本の冊数が
５冊から10冊に増えました

　市民の皆さんの読書活動の推進やブ
ックスタート運動のさらなる充実を図
るため、これまで５冊までだった、本、
絵本、雑誌などの図書館資料の館外貸
出冊数上限を変更しました。
　４月からは、利用者１人につき10冊
まで貸し出すことができるようになり
ましたので、ぜひ利用してください。
問市立図書館☎54・1919

東九州自動車道用地事務所は
３月末をもって閉所しました

　宮崎県東九州自動車道用地事務所
は、西日本高速道路株式会社から用地
事務を受託してきましたが、平成25年
３月31日をもって閉所しました。

　業務に関する今後の問い合わせは、
下記の事務所へお願いします。
問西日本高速道路㈱九州支社延岡高速
道路事務所☎0982・63・2257

４月21日日
牧水の里のつつじ祭り

　７種、およそ３万本のつつじが、色
鮮やかに咲き誇る東郷町坪谷の「牧水
公園」。おだやかな春のひととき、家
族みんなで牧水の里のつつじ祭りを楽
しみませんか？　たくさんの皆さんの
来場をお待ちしています。
◉日時　４月21日㈰、午前10時から
午後３時まで（雨天中止）。
◉内容　各種演芸ステージ、花馬車、
乗馬体験、野点、テント村、ガーデニ
ング講習会など。
※ガーデニング講習会参加料は1,500
円。定員は先着70人です。希望する
人は、電話で申し込んでください。
　定員に達しない場合には、当日受け
付けもあります。
問同実行委員会事務局＝東郷総合支所
東郷地域振興課 ☎69・3900

お知らせ
Info

㈱日向サンパーク温泉提供
のお舟出の湯ペア入浴券10
組、道の駅とうごう内物産館
「詩季彩」提供のお食事券10
枚、海の駅「ほそしま」提供
のお食事券10枚、それぞれ
抽選で計30人にプレゼント。
締切は、５月７日㈫
（当日消印有効です）





広報ひゅうが読者アンケート　　 　　　　　　　

広報ひゅうがを読んだ率直な感想、意見、要望など、何でも好きなことを書いてください。

①あなたが毎月最も読むコーナーは？

②新設して欲しいコーナーは？

③掲載してほしい特集記事などは？

④文字の大きさは？　○で囲んでください。 大きい　　　小さい　　　ちょうど良い
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︹
今
月
の
歌
の
意
味
︺

　
つ
ば
め
が
ち
ち
と
鳴
き
な
が
ら
飛
び
か

い
、
阿あ

ぶ
く
ま

武
隈
川
の
岸
辺
は
桃
の
花
が
い
ま

盛
り
で
あ
る
。

︹
歌
の
鑑
賞
︺

　
大
正
５
年
３
月
末
に
始
ま
っ
た
牧
水
の

東
北
地
方
の
旅
行
は
、宮
城
、岩
手
、青
森
、

秋
田
を
経
て
、
最
後
は
福
島
を
訪
れ
た
。

　
そ
れ
は
４
月
の
終
わ
り
で
、
東
北
の
遅

い
春
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
い
る
こ
と

は
、
こ
の
歌
の
明
る
く
溌
刺（
は
つ
ら
つ
）

と
し
た
調
べ
に
も
よ
く
出
て
い
る
。

　
青
森
な
ど
で
深
く
重
た
い
雪
に
出
会
っ

た
体
験
が
あ
る
か
ら
、
よ
り
阿
武
隈
の
春

は
印
象
的
だ
っ
た
。

伊
藤
一
彦（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
長
）著

牧
水
か
る
た
百
首
鑑
賞「
命
の
砕
片
」よ
り

人のうごき平成25年３月１日現在

人　口 62,527 人 （ －９ ）
男 29,650 人 （ －６ ）
女 32,877 人 （ －3 ）

世帯数 25,150 世帯 （ ８ ）

※数値は、平成22年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（ ）内は、対前月比。

２月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
136 147 52 50

表紙のよこ顔

朝起きたら、まず軒先に黄
色い旗を。外出するときも
そのままで。「旗が立ってな
い。立ったまま。もしかし
て…」。住民相互の目配せが、
誰もが安心して暮らせる地
域づくりにつながる。東郷
まちづくり協議会が、福瀬・
田野地区全世帯をモデルに
取り組む黄色い旗運動。「自
分たちのまちは、自分たち
が守る」。黄色い旗は東郷の
まちが元気なしるしです。

つ
ば
く
ら
め
ち
ち
と
飛
び
交
ひ
阿
武

隈
の
岸
の
桃
の
花
い
ま
盛
り
な
り牧

水

人
一
首
ず
つ
応
募
で
き
ま
す
。

・
題
詠
に
は
必
ず『
向
』の
文
字
を
入
れ
て

詠
ん
で
く
だ
さ
い
。

◉
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
部

・
県
内
の
児
童
生
徒
が
応
募
で
き
ま
す
。

・
一
人
一
首
で
、
題
は
自
由
で
す
。

▼
各
部
門
共
通
事
項

・
自
作
で
未
発
表
の
短
歌
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
後
の
作
品
の
訂
正
、
差
し
替
え
は

で
き
せ
ん
。

・
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発

表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
賞
を
辞
退
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、
日
向

市
に
帰
属
し
ま
す
。

・応
募
の
際
に
記
入
さ
れ
た
氏
名
な
ど
は
、

報
道
発
表
す
る
ほ
か
、
入
賞
作
品
集
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

◉
郵
送
に
よ
る
場
合

　
応
募
用
紙
ま
た
は
官
製
は
が
き
に
作
品

（
自
由
題
・
題
詠
の
別
を
明
記
）、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、（
学
生

市民が奏
かな

でる “ 交響 ” 空間
優しく 強く 温かい 人とまち

日向市

の
場
合
は
、
学
校
名
、
学
年
）を
記
入
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
学
校
単
位
で
ま
と
め
て
応
募
す
る
場
合

に
は
、
専
用
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

　
応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
、
郵
送
の

場
合
と
同
じ
内
容
を
入
力
し
送
信
を
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
専
用
用
紙
な
ど（
個

人
用
・
学
校
用
）が
入
手
で
き
ま
す
。

◉
直
接
持
ち
込
み
に
よ
る
応
募

　
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
ま
た
は
市
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
に
よ
る
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

〠
８
８
３
‐
０
２
１
１

日
向
市
東
郷
町
坪
谷
１
２
７
１
番
地

若
山
牧
水
記
念
文
学
館

青
の
国
若
山
牧
水
短
歌
大
会 

係

☎
０
９
８
２
・
68
・
９
５
１
１

（
通
常
、
月
曜
日
が
休
館
）

　
　

http://w
w

w.bokusui.jp/

　
　

aonokuni.tanka@
gm

ail.com

▼
募
集
期
間

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
５
月
31
日
㈮
ま
で
。

▼
部
門
お
よ
び
応
募
規
定

◉
一
般
の
部

・
全
国
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。

・
自
由
題
お
よ
び
題
詠
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一

「
第
３
回
青
の
国

 

若
山
牧
水
短
歌
大
会
」
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